
模造紙にダイナミックに描かれていくイラストで、シンポジウムの内容を

リアルタイムに可視化する「グラフィックレコーディング」

を実演します。多様な視点を、目に見える形で振り返ることができます。

奥野 美里 （グラフィック・ファシリテーター /株式会社コクリエ） 

患者・家族、医療機関、教育機関、就労支援機関、行政など
参加対象者

主催　一般社団法人仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ

後援：厚生労働省、愛知県、名古屋市、名古屋市医師会、一般財団法人ACCN、

　　　一般社団法人 AYAがんの医療と支援のあり方研究会

協力：日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院、独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター

基調講演 ①   

プログラム　 13:00 - 15:30 

前田 尚子 独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 小児科医長

山下 芙美子 匠社会保険労務士事務所 社会保険労務士

「成長過程におけるがん、その人生における影響について」

「手の届くところに『悩みを引き受ける場所』があること」基調講演 ②   

服部 文
一般社団法人仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ 代表理事

牛山 喜久恵
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院 
がん相談支援センター看護師長

「医療機関から拡がる連携支援のネットワーク」成 果 発 表

稲葉 久之
フリーランス・ファシリテーター

田畑 真規子
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院　
医療社会事業課 係長 医療ソーシャルワーカー

登壇者

聴き手

田畑 真規子
日本赤十字社愛知医療センター名古屋第一病院
医療社会事業課 係長 医療ソーシャルワーカー 

彦田 かな子
がん哲学外来メディカルカフェシャチホコ記念 代表

大島 麻里子
学校法人足立学園愛知文教大学 
医務室室長

堀部 敬三
独立行政法人国立病院機構名古屋医療センター 
小児科　上席研究員

「がんを経験して社会に出ること、その隠れた支援ニーズについて」パネル
ディスカッション

太田 晃嗣
名古屋大学医学部附属病院 
小児血液・腫瘍疾患経験者の会 クロワッサンス 代表

新平 鎮博
医療法人上町会ナベヤクリニック 理事・管理医師
元国立特別支援教育総合研究所 情報部長

座 長

パネリスト

現
地

ウィンクあいち
会議室902

先着　50名

W
E
B

ZOOMウェビナー

先着  100名

パネル展示・意見交換会（自由参加） 15:30 - 16:00　 参
加
無
料

お申し込みは

こちら

を育む

連携と

仕組み

日
13:00 ~ 15:30

入室　12:45~開場　12:30~

国立がん研究センター認定がん専門相談員の方 ： 受講証発行可能（発行手順は当日ご案内します） 

会場のみ

この領域に関心のある方はどなたでも　ご参加いただけます



Co
mm

unity Impact Fund

Akaihane  Fukush
i K

ik
in

本事業は、中央共同募金会「赤い羽根福祉基金」ならびに
愛知県共同募金会「赤い羽根共同募金」の助成を受けて
実施しています。

事務局
一般社団法人

仕事と治療の両立支援ネットーブリッジ
一般社団法人

仕事と治療の両立支援ネットーブリッジ

https://bridge-nagoya.jp/
電話：052-753-8006

〒464-0075
名古屋市千種区内山 3丁目 26-16 プロクシィ千種 11C

会場アクセス

ウインクあいち（愛知県産業労働センター）

〒450-0002　名古屋市中村区名駅 4丁目4-38　
電話：052-571-6131

● JR 名古屋駅桜通口から：
　・ミッドランドスクエア方面　徒歩 5分
　・ユニモール地下街 5 番出口から：徒歩 2分

「誰一人取り残さない支援」を掲げた第4期がん対策基本計画が推進されています。しかし、治療によって心身に変化を抱えながら、
長く働き続ける人への支援体制はまだ十分とは言えません。中でも、成長期にがんを経験した人が社会に出るタイミングで直面する
課題は、これまで見過ごされてきました。治療後しばらくは困難が表面化しにくいため、適切な支援につながらないまま時間が経過
し、就職や進学といった節目で初めて深刻な問題として現れることも少なくありません。

こうした状況を受け、私たちは2023年度から赤い羽根福祉基金の助成を受けて、愛知県を拠点に3年間のプロジェクトを展開して
きました。医療・教育・福祉など多様な支援をていねいにつないでいく取り組みを進め、手応えを感じています。今回のシンポジウム
では、見えにくかった課題の背景や、3年間の取り組みから得られた実践と学びを共有し、病気を経験した誰もが、自分らしく社会と
つながるために必要な支援のあり方を、みなさんとともに考える機会としたいと考えています。

若年AYA世代の就活支援プロジェクト

医師 /国立病院機構名古屋医療センター 小児科医長
臨床心理士・公認心理師 /
日本福祉大学教育・心理学部心理学科 助教
キャリアコンサルタント / 学生支援
１級ファイナンシャルプランニング技能士・社会福祉士 /
一般社団法人がんライフアドバイザー協会　代表理事
社会保険労務士 / 匠社会保険労務士事務所
キャリアコンサルタント /
一般社団法人 仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ
１級キャリアコンサルティング技能士 /
一般社団法人 仕事と治療の両立支援ネット－ブリッジ 代表理事

医師 / 国立病院機構名古屋医療センター 小児科　上席研究員
医師 / 医療法人上町会ナベヤクリニック理事・管理医師・
元国立特別支援教育総合研究所 情報部長

①
AYA世代の
がん経験者の
就職困難に関する
インタビュー調査

パネル展示 意見交換会

メンバー
＊前田 尚子
＊奥村 哲朗

＊岡田 晃
＊川崎 由華

＊山下 芙美子
＊加藤 映子

＊服部 文 

アドバイザー
＊堀部 敬三 
＊新平 鎮博 

奥村 哲朗
臨床心理士・公認心理師

プロジェクトの成果を、メ
ンバーから説明を

聴きながら閲覧できます
。

完成したグ
ラレコを囲

んで

一緒にふり
かえり、

これからの
支援につ

いて

語りません
か？

を育む

連携と

仕組み

会
場
限
定
企
画

②
若年AYA世代の
就活に必要な
連携支援

～医療から社会へ～

岡田 晃
キャリアコンサルタント・

学生支援

③
第30回

日本緩和医療学会
発表ポスター

服部 文
1級キャリアコンサルティング

技能士


